
人 吉 市 都 市 計 画 審 議 会 傍 聴 実 施 要 領  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 領 は 、 人 吉 市 都 市 計 画 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」

と い う 。） の 傍 聴 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 傍 聴 の 手 続 ）  

第 ２ 条  審 議 会 を 傍 聴 す る こ と が で き る 者 の 定 員 は 若 干 名 と す

る 。  

２  審 議 会 の 傍 聴 を 希 望 す る 者 （ 以 下 「 傍 聴 人 」 と い う 。） は 、

審 議 会 開 始 １ ０ 分 前 ま で に 受 付 を 終 え な け れ ば な ら な い 。  

３  傍 聴 人 の 総 数 が 会 場 の 定 員 を 超 え る 場 合 は 、先 着 順 と す る 。 

４  傍 聴 人 は 、 審 議 会 開 始 前 ま で に 入 場 す る も の と し 、 審 議 会

中 は い か な る 事 由 が あ っ て も 会 場 に 入 る こ と は で き な い 。  

（ 傍 聴 人 の 遵 守 事 項 ）  

第 ３ 条  傍 聴 人 は 、 傍 聴 席 に お い て 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 守 ら な

け れ ば な ら な い 。  

 ⑴  審 議 会 中 は 、 静 粛 に 傍 聴 す る こ と と し 、 私 語 を 交 わ さ な

い こ と 。ま た 、拍 手 そ の 他 の 方 法 に よ り 、賛 成 、反 対 の 意 向

等 の 意 思 表 明 を し な い こ と 。  

 ⑵  は り 紙 、 旗 、 そ の 他 会 場 に 持 ち 込 む こ と が 不 適 当 で あ る

と 認 め ら れ る 物 品 を 携 帯 し な い こ と 。  

 ⑶  た す き 、 は ち ま き 、 腕 章 の 類 を 身 に つ け る 等 示 威 的 行 為

を 行 わ な い こ と 。  

 ⑷  写 真 撮 影 、 録 画 、 録 音 、 携 帯 電 話 等 の 通 信 機 器 の 使 用 等

を し な い こ と 。 た だ し 、 事 前 に 申 し 出 が あ り 、 審 議 会 の 会

長（ 以 下「 会 長 」と い う 。）が 認 め た 場 合 は こ の 限 り で な い 。  

 ⑸  飲 食 及 び 喫 煙 を し な い こ と 。 た だ し 、 熱 中 症 等 予 防 の た

め の 水 分 補 給 を 行 う こ と は こ の 限 り で な い 。  

 ⑹  そ の 他 審 議 会 中 の 秩 序 を 乱 し 、 又 は 議 事 を 妨 害 す る よ う

な 行 為 を し な い こ と 。  

（ 審 議 会 の 秩 序 の 維 持 ）  

第 ４ 条  会 長 は 、 傍 聴 人 が 、 前 条 の 規 定 に 違 反 し た 場 合 は 、 傍  

聴 人 に 対 し て 必 要 な 措 置 を 命 ず る こ と が で き る 。  

２  会 長 は 、 傍 聴 人 が 前 項 の 命 令 に 従 わ な い 場 合 は 、 退 場 さ せ

る こ と が で き る 。  

３  会 長 は 、 審 議 会 の 秩 序 維 持 が で き な く な っ た 場 合 は 、 審 議

会 を 途 中 で 非 公 開 と す る こ と が で き る 。  



（補則） 

第５条 この要領に定めるもののほか、審議会の傍聴に関し必要な事項 

は、会長が別に定める。 

 

附 則 

 この要領は、令和３年７月８日から施行する。 

 


